
常
任
委
員
長
報
告
の
要
旨

　

３
月
24
日
の
本
会
議
で
行
わ
れ
た
各

常
任
委
員
長
報
告
の
要
旨
で
す
。

●
全
体
に
つ
い
て

　

長
期
に
わ
た
る
自
粛
生
活
の
影

響
か
ら
、
市
民
生
活
の
至
る
所
に

ダ
メ
ー
ジ
が
現
れ
て
お
り
、
立
ち

直
る
に
は
行
政
の
支
え
が
必
要
不
可
欠

な
た
め
、
適
切
な
時
期
に
適
切
な
方
法

で
、
必
要
な
所
に
必
要
な
規
模
の
支
援

を
行
い
、
効
果
が
確
実
に
行
き
渡
る
よ

う
要
望
す
る
。

　

物
価
高
騰
対
策
を
強
化
し
、
生
活
困

窮
者
や
中
小
企
業
、
農
漁
業
者
な
ど
、

困
難
な
状
況
下
に
あ
る
方
々
へ
の
応
援

施
策
は
、
必
要
に
応
じ
て
補
正
予
算
を

組
む
こ
と
も
含
め
て
、
臨
機
応
変
に
対

応
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
望
む
。

　

財
源
確
保
に
向
け
て
は
、
あ
ら
ゆ
る

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
駆
使
し
て
対
応
を
強
化

す
る
こ
と
を
望
む
。

　

国
内
初
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
湿
地

認
証
自
治
体
に
決
定
し
た
こ
と
は
、
市

民
全
員
が
誇
る
べ
き
。
佐
潟
を
含
め
た

本
市
の
全
て
の
水
辺
の
保
全
、
活
性
化

は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
起
爆

剤
と
す
べ
き
で
あ
り
、
全
庁
的
な
取
り

組
み
の
加
速
を
求
め
る
。
取
り
組
み
に

当
た
っ
て
は
、
鹿
児
島
県
出い

ず

水み

市し

と
連

携
、
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
を
望
む
。

●
期
日
前
投
票
所
の
増
設

　

投
票
率
の
低
下
を
認
識
し
、
大
規
模

商
業
施
設
で
の
投
票
所
設
置
な
ど
、
具

体
的
な
改
善
を
求
め
る
。

●
部
活
動
の
地
域
移
行
支
援
事
業

　

検
討
状
況
を
分
か
り
や
す
く
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
地
域
移
行
後
も
自
校

施
設
の
優
先
的
な
利
用
を
維
持
し
、
生

徒
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う

総 務文教経済

工
夫
す
る
こ
と
を
望
む
。
市
の
施
設
利

用
料
金
に
つ
い
て
、
青
少
年
の
健
全
育

成
団
体
へ
の
免
除
を
適
用
す
る
な
ど
、

子
育
て
支
援
と
の
連
携
も
工
夫
す
る
他
、

既
に
地
域
移
行
し
て
い
る
団
体
の
施
設

開
放
に
も
配
慮
す
る
こ
と
を
望
む
。

●
佐
渡
連
携
誘
客
事
業

　

佐
渡
観
光
と
観
光
循
環
バ
ス
の
連
携

を
評
価
す
る
。
市
の
施
設
利
用
に
つ
な

が
る
仕
掛
け
を
実
施
す
る
こ
と
を
望
む
。

特
典
利
用
者
の
増
加
に
期
待
す
る
。

●
つ
な
が
る
商
店
街
支
援
事
業

　

外
部
連
携
支
援
枠
を
設
け
た
こ
と
を

評
価
す
る
。
十
分
に
周
知
を
図
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
と
商
店
街
を
結
び
つ
け
、

創
意
工
夫
に
富
ん
だ
事
業
と
な
る
こ
と

を
望
む
。
商
店
街
の
再
生
、
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
望
む
。

●
に
い
が
た
ａア

グ

リ

ベ

ー

ス

ｇ
ｒ
ｉ
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
事
業

　

新
規
就
農
や
親
元
就
農
へ
の
支
援
に

取
り
組
む
こ
と
を
評
価
す
る
。
対
象
者

へ
速
や
か
に
届
く
よ
う
、
農
業
団
体
や

農
家
組
合
な
ど
へ
の
周
知
を
き
め
細
か

く
行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。
各
種
研
修

制
度
に
期
待
し
、
研
修
終
了
後
も
参
加

者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
継
続
を
望
む
。

●
地
域
力
Ｕ
Ｐ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
・
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
事
業

　

地
域
力
Ｕ
Ｐ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

は
、
複
数
自
治
・
町
内
会
な
ど
も
補
助

対
象
に
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
の
存
在
意
識
が
損
な
わ
れ
な
い

よ
う
、
丁
寧
な
対
応
を
望
む
。

　

ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事

業
は
、
関
係
部
局
と
緊
密
に
連
携
し
、

市
役
所
と
選
定
団
体
と
の
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
の
構
築
に
向
け
、
取
り
組
み
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
早
め
の
Ｐ
Ｒ
、

広
報
に
よ
り
選
定
作
業
を
急
ぎ
、
継
続

性
が
担
保
で
き
る
事
業
の
採
用
を
望
む
。

●
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制
整
備
事
業

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
よ
り
、

市民厚生

組
織
横
断
的
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
支

援
体
制
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
す
る
。
当
事
者
に
寄
り
添
っ
た
相
談

支
援
や
、
介
護
や
家
事
支
援
を
無
償
で

支
援
す
る
な
ど
具
体
的
な
支
援
に
な
る

よ
う
、
各
部
と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
望
む
。

●
が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト

事
業

　

必
要
と
す
る
方
へ
情
報
が
行
き
届
く

よ
う
積
極
的
な
周
知
に
努
め
、
状
況
に

応
じ
て
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
る
よ

う
柔
軟
に
取
り
組
む
こ
と
を
望
む
。

●
に
い
が
た
２
ｋ
ｍ
魅
力
創
造
・

８
区
連
携
支
援
補
助
金

　

稼
げ
る
都
心
の
実
現
と
に
ぎ
わ

い
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

行
う
事
業
と
し
て
理
解
す
る
。
既
成
概

念
に
と
ら
わ
れ
な
い
先
進
的
な
取
り
組

み
を
支
援
し
、
継
続
的
に
事
業
展
開
が

行
え
る
よ
う
配
慮
す
べ
き
。
に
い
が
た

２
ｋ
ｍ
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
周
辺
区

域
に
波
及
さ
せ
る
と
し
て
い
る
が
、
イ

メ
ー
ジ
が
つ
か
め
な
い
こ
と
か
ら
、
８

区
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
な
か
活
性
化
の
具

体
像
を
示
す
べ
き
。

●
西
堀
通
５
番
町
地
区
第
一
種
市
街
地 

再
開
発
事
業

　

多
額
の
支
出
を
す
る
な
ら
ば
、
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
や
よ
り
積
極
的
な
政
策

的
関
与
、
ま
ち
づ
く
り
の
誘
導
策
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
を
明
確
に
す
べ
き
。

●
新
バ
ス
シ
ス
テ
ム
事
業
に
か
か
る
運

行
事
業
協
定

　

新
潟
交
通
株
式
会
社
が
、
４
月
１
日

の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
さ
ら
に
減
便
を
決
め

た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。
利

用
者
の
バ
ス
離
れ
が
進
み
、
負
の
連
鎖

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
高
齢
社
会
が
一

層
進
む
下
で
必
要
な
対
策
を
取
る
べ
き
。

運
行
事
業
者
と
連
携
を
密
に
し
、
次
世

代
へ
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通

の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
を
望
む
。

環境建設

各
調
査
特
別
委
員
会

中
間
・
最
終
報
告
の
要
旨

　

３
月
24
日
の
本
会
議
で
行
わ
れ
た
各

調
査
特
別
委
員
会
の
中
間
・
最
終
報
告

の
要
旨
で
す
。

大
都
市
制
度
・

�

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

（
中
間
報
告
）

　

大
都
市
制
度
お
よ
び
地
方
分
権
に
つ

い
て
、
本
市
の
行
政
財
政
改
革
は
も
ち

ろ
ん
、
他
の
政
令
市
と
連
携
し
た
財
源

確
保
の
取
り
組
み
を
望
む
。
政
令
市
移

行
後
に
顕
著
に
な
っ
た
課
題
の
情
報
収

集
、
議
論
、
周
知
が
不
十
分
な
こ
と
を

認
識
し
、
政
令
市
と
し
て
要
望
し
て
い
る

財
政
課
題
で
、
よ
り
具
体
的
な
実
態
を

踏
ま
え
た
調
査
や
提
言
の
強
化
を
望
む
。

　

Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
定
員

適
正
化
の
中
で
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
、

市
政
運
営
を
行
う
た
め
に
、
Ａ
Ｉ
、
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
活
用
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
く
べ
き
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

積
極
的
に
民
間
企
業
の
知
見
、
ア
イ
デ

ア
、
提
案
を
取
り
入
れ
る
よ
う
求
め
る
。

　

連
携
中
枢
都
市
圏
に
つ
い
て
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
活
力
と
魅
力

あ
ふ
れ
る
圏
域
づ
く
り
に
は
、
何
が
足

り
ず
、
何
を
克
服
し
て
い
け
ば
よ
い
の

か
を
認
識
し
、
近
隣
11
市
町
村
と
の
連

携
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る
こ
と
を
望
む
。

　

公
民
連
携
に
つ
い
て
、
地
元
企
業
の

参
画
な
く
し
て
公
民
連
携
の
推
進
は
な

い
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
に
つ
い
て
、
地
元
企

業
と
学
び
合
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を

要
望
す
る
。
民
間
活
力
に
よ
る
興
味
深

い
取
り
組
み
も
あ
り
、
ア
イ
デ
ア
と
し

て
採
用
し
て
い
く
よ
う
求
め
る
。

広
域
観
光
交
流
促
進
調
査
特
別
委
員
会

（
中
間
報
告
）

　

本
市
と
佐
渡
市
は
佐
渡
金
山
の
世
界

文
化
遺
産
登
録
を
見
据
え
、
誘
客
交
流

主権者教育推進への取り組み
　市議会では、主に中学・高校生を対象に、学校が実施する主権者教育
に協力する取り組みを行っており、未来の有権者が選挙・地方自治制度
への理解を深め、自分たちの住む地域社会の諸課題を見いだし、課題解
決に向け自ら参画しようとする意欲の醸成を図っています。
　２月10日に議員８人が同校を訪れ、１・２年生約110人に議会の仕組
みについて説明を行った後、８グループに分かれて自由に意見交換を行
いました。参加した生徒から「市議会が市民にとってどれだけ大切か分
かった」「市議会に関心を持つことができた」などの感想がありました。
　市議会は、今後も積極的に主権者教育に協力していきます。 市議会の仕組みを説明する様子

■県立白根高等学校（南区）

連
携
協
定
に
基
づ
き
、
不
足
す
る
部
分

を
補
い
合
い
な
が
ら
観
光
施
策
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
佐
渡
の
玄
関

口
、
観
光
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
、
本
市
へ
の
回
遊
を
促
し
、
満

足
度
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
望
む
。

　

観
光
ガ
イ
ド
が
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

今
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
が
期
待
で

き
、
通
訳
ガ
イ
ド
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、

Ｐ
Ｒ
や
お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て
観

光
客
を
迎
え
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

　

市
内
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、
観
光

施
策
は
大
き
な
起
爆
剤
に
な
り
得
る
こ

と
か
ら
、
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
て

戦
略
的
な
観
光
施
策
を
構
築
す
べ
き
。

施
策
を
裏
づ
け
る
デ
ー
タ
分
析
も
必
要

で
あ
り
、
民
間
を
主
体
と
し
た
新
た
な

観
光
促
進
体
制
の
構
築
も
進
め
る
べ
き
。

少
子
化
調
査
特
別
委
員
会

（
最
終
報
告
）

　

令
和
４
年
９
月
定
例
会
で
行
っ
た
中

間
報
告
、
提
言
書
を
市
政
の
課
題
の
中

に
的
確
に
反
映
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

こ
の
他
、
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

と
無
償
化
を
目
指
し
、
こ
ど
も
医
療
費

の
一
部
負
担
金
の
廃
止
、
２
歳
ま
で
の

保
育
料
の
無
償
化
、
就
学
援
助
の
拡
大

な
ど
、
経
済
的
支
援
を
望
む
。
時
間
的

不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
学
童
保
育
の

充
実
を
求
め
る
。
非
正
規
雇
用
の
増
加

が
未
婚
の
拡
大
、
少
子
化
の
要
因
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
の
在
り

方
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

農
業
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

（
中
間
報
告
）

　

世
界
や
日
本
で
家
族
農
業
は
食
料
生

産
の
多
く
を
担
っ
て
お
り
、
自
給
率
向

上
に
そ
の
存
在
は
大
き
い
。
大
規
模
経

営
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の

農
業
が
日
本
の
食
料
安
全
保
障
に
貢
献

し
て
い
く
と
考
え
る
。
後
継
者
確
保
政

策
で
農
業
の
大
切
さ
の
発
信
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
支
援
策
を
講
じ
、

農
業
の
評
価
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
望
む
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
、
食

品
、
給
食
残ざ

ん

渣さ

、
野
菜
残
渣
、
汚
泥
、

下
水
道
汚
泥
や
、
農
家
か
ら
の
も
み
殻

な
ど
の
堆
肥
化
と
農
家
へ
の
提
供
は
、

資
源
の
循
環
で
あ
り
、
汚
泥
処
理
費
用

の
節
減
に
も
つ
な
が
る
。
本
市
が
設
備

を
造
り
運
営
を
委
託
す
る
仕
組
み
で
、

循
環
型
農
業
の
一
助
と
し
て
は
ど
う
か
。

にいがた市議会だより5 令和５年（2023年）４月16日
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